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東北地域農産物のラジカル消去能の検索 (第 3報 )
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1 は じ め に

昨今の健康ブームにのって体によいという健康機能性を

うたった作物を目にするようになっている。それは,こ れ

から迎える高齢化社会と豊かになった食生活により,人々

のユーズが「安全でかつ体によい食品」へと向かっている

ためと思われる。

健康機能の中でも最近では抗酸化性やラジカル消去能と

いった食品機能を目にすることが多い。これらは酸素呼吸

等により発生し,生活習慣病の原因の一つになる活性酸素

種,フ リーラジカルを消去するためである。

活性酸素種とは呼吸等によリヒトの体内に発生する反応性

(攻撃性)の高い酸素であり,こ れは遺伝子 DNA,タ ン
パク質,脂質など体の構成成分を傷つけ,こ れらの傷害が

蓄積することにより,ガ ン,動脈硬化などの生活習慣病が

引き起こされ,またいくつかの老化現象もこれにより説明

されることが分かってきている。

一方,我々が日頃摂取している食品の中には,活性酸素種
を消去するものが存在し,それらによって体内の酸化スト

レスを軽減できるのではないかという研究がなされている。

今まで,農産物の活性酸素種消去の分析では様々な手法が

使用されていたため,農産物間の客観的な相対比較をする

ことが困難であった。筆者らは統一した手法でサンプルの

処理を行い,統一した迅速かつ信頼性のある測定法を考案

し,東北地域農産物の活性輔 去能の幅広い検索を行っ

てきた。今回福島県果樹試験場の協力を得て,東北地域の

果実についてラジカル消去能を検討したので報告する。

2試 験 方 法

筆者らが用いた手法は,ウ ミホタルルシフェリン化学発

光法及びDPPH(1,1-diphenyl-2-picrylhydradzy)

ラジカル消去法の 2つのラジカル消去能測定法である。原

理の異なる2つの測定法を組み合わせることにより,よ り

信頼性の高いデータを得ることができる。またこれらは96

穴プレートを用いるため迅速かつ再現性の高いデータを得

ることができる。

果実は平均的なものを 3つ とり各々縦に 4分割し,その

うち各々一片ずつ計 3つをあわせた。サンプルは細砕し,

凍結乾燥させた。これを2%(w/v)に なるようにジメ

チルスルホキンド (DMSO)で一晩抽出した。得られた
DMSO抽出液をラミホタルルシフェリン化学発光法及び
DPPHラ ジカル消去法の 2つの測定に用いた。
(1)ウ ミホタルルシフェリン化学発光法

キサンチンーキサンチンオキシダーゼの酵素系により生

体内で生成する活性酸素の一つであるスーバーオキサイド

アニオンを発生させ,これに特異的な発光試薬であるウミ

ホタルルシフェリン誘導体 (MCLA,2-methyl-6-
[4-methoxyphenyl]-3,7-dihydroimidazo[1,2-
a]pyrazin-3-one)によって発光させる。サンプル
がスーパーオキサイドアニォンを消去していればその発光

量は下がる。サンプルは抽出液を原液とし,サ ンプルが無

添加の時の発光強度を50%に下げるときのサンプル濃度を

スーパーオキサイドジスムターゼ (sOD)量に換算 して
比較した。

12)DPPHラ ジカル消去法
DPPHは安定ラジカルであり,こ のラジカルが消去さ
れると550 n mの 吸光度が減少する。ウミホタルルシフェ

リン化学発光法と同様にサンプルの抽出液を加えて測定し,

サンプルが無添加の吸光度を50%に下げるときのサンプル

濃度を没食子酸量に換算して比較した。

3 試験結果及び考察

筆者らは今回柿の葉 8点,柿20点 ,ブ ドウ10点 ,ナ シ15

点,洋ナシ6点 ,リ ンゴ19点,そモ4点,その他 9点の計9

1点を測定した。この結果を図 1, 2に 示す。 2つの方法
によっても実験の結果はほぼ同様の結果が得られ,実験結

果の信頼性が高いことが分かる。筆者らは今までに,お よ

そ41111点にのばる東北地域の農産物の活性酸素種消去能を

調べてきたが,それらにおいてはグラフで振り切れるほど

の活性を示すものは少ないが,今回,柿の葉,柿は非常に

強い活性を持っていることが分かった。また,柿において

は脱渋前と脱渋後でその活性に顕著に差が見られた。この

ことは柿の脱渋によって除去,不活化される成分が活性成

分であることを示唆している。このほかアポカド,アケピ,

ブドウにも活性が見られた。ナシ,洋ナン,リ ンゴ,モモ

は品種によらず活性は弱く,検出限界以下となった。
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東北地域農産物の付加価値を高め,かつ健康機能に対す

る知見を得るために,東北地域の生産する果実のラジカル

消去能の評価を行った。その結果,柿に強い活性を見出し

た。また柿は渋柿に強い活性がみられ脱渋により活性が激
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図2 ラジカル消去活性 (果実 2)

減した。このことは脱渋によって除去.不活化される成分,

おそらくはタンニンと予想される物質が効いているためと

考えられる。柿の葉は実よりも強い活性を示した。そのほ

か,アケビ,ブ ドウ等に活性がみられた。ナン,洋ナシ,

リンゴ,モモには活性は品種によらず検出限界以下であっ

た。

図 1 ラジカル消去活性
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